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真
冬
に
咲
く
準
市
の
花

　

寒
い
時
期
、
街
角
で
華
や
か
に

咲
く
カ
ン
ツ
バ
キ
は
、
市
の
準
市

の
花
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に

も
お
な
じ
み
の
花
で
す
。

　

も
と
も
と
カ
ン
ツ
バ
キ
は
サ
ザ

ン
カ
の
中
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
別
名
獅し

し子
頭

が
し
ら
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
に
そ
の
起

源
は
サ
ザ
ン
カ
と
ツ
バ
キ
と
の
交

配
種
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

花
は
直
径
５
〜
６
㎝
、
紅
色
で

八
重
咲
き
の
中
輪
種
で
時
期
は
12
月
か
ら
3
月
ご
ろ
ま
で
、
ま
さ
に
寒
の
時
期
に
咲
き
ま
す
。

　

カ
ン
ツ
バ
キ
の
樹
形
は
直
立
せ
ず
、
枝
葉
を
横
に
広
げ
る
性
質
が
あ
る
の
で
、
寄
せ
植
え
や
根

締
め（
大
木
の
根
本
に
ま
と
め
る
植
え
方
）に
多
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
木
立
性
の
も
の
は
タ
チ
カ
ン
ツ

バ
キ
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

半
分
日
陰
の
場
所
で
も
花
が
次
々
と
咲
く
の
で
、
公
共
施
設
の
緑
化
で
も
よ
く
植
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
ツ
バ
キ
科
に
共
通
の
害
虫
チ
ャ
ド
ク
ガ
が
付
き
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
風
通
し

を
良
く
し
、
発
見
し
た
ら
木
全
体
に
広
が
ら
な
い
う
ち
に
駆
除
し
ま
す
。

　

市
で
は
誕
生
記
念
樹
と
し
て
も
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

第62回カンツバキ（寒椿）

物
植

参
考
文
献

１
．
大
人
の
園
芸　
（
庭
木
、
花
木
、
果
樹
） 

監
修
：
濱
野
周
泰　

小
学
館

２
．
樹
木
た
ち
の
歳
時
記 

監
修
：
林
弥
栄　

講
談
社

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
中
！
「
三
鷹
の
魅
力
」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

緑
と
公
園
課
☎
内
線
２
８
３
３

　10月末から開催された「市民文化祭」には4,000人を超える市民のみなさんが参
加しました。今年の入賞者をご紹介します（敬称略）。 生涯学習課☎内線3316

◆菊花展
◇文化祭賞　且田幸三　◇優等花　吉田光治、鈴木克巳、天野常雄、
　大河内嘉門、鈴木恵美子、尾崎錦八、石川貞春、市川貞之、荒木登志雄、
　井上良助、米津恵子、鴨下喜代澄、竹中和子、山口茂、坪田敬典
◆花季さつき展
◇文化祭賞　谷内田三郎　◇特選　加藤モト
◇入選　酒井眞治　鴨下正行　唐沢朝子
◆写真展
◇文化祭賞　生澤美恵子　◇特選　柴崎正治
◇準特選　永井凱巳、岩城勇雄、川口浩
◇入選　吉田久明、生澤泰雄、松木清美、土門喜昭、波多野敏夫
◆囲碁大会
《有段者Aの部》　◇文化祭賞　天正明　◇準優勝　寒川英男　◇３位　川崎宗夫
《有段者Bの部》　◇優勝　久保隆　◇準優勝　浅黄孝　◇３位　井口明久
《級　の　部》　◇優勝　松田勉　◇準優勝　海老沢幸男　◇３位　柏原一夫
◆短歌会
◇文化祭賞
白桃を双手に掴み食む夫はけしたたらせ少年の貌 行川明子
【評】粗野な食べ方だが、子供の時はこれが普通の食べ方だったのだろう。「けしたたらせ少年の
貌」と夫の知られざる一面をほほえましく見ているのだ。夫は岡山県人かも。（金田義直）
◇特選
妥協せぬ娘の意見聞きながら聴き入れらるるよはひとなりぬ 高橋哲子
【評】「よはひ」に焦点を当てているのだが、その背景に「妥協」がある。この二つが実に巧く働いて、
今在る作者の生き方を素直に表出させている。共感する。（大塚善子）
◇佳作
台風の凄まじき風吹く夜を栗ご飯食ぶ家族そろいて 鷲巣純子
爆心地に「子らのみ魂

たま

よ」の歌ひびく作詩者父よ黄
よ み

泉に聞きゐむ
 横尾えり子
大輪の白き木槿は夏空の熱くまぶしき光に真向ふ 八島靖夫
美しき花の陰なる根の力「あるんだよ」と子に教へられ 大越洋子
◆俳句会
◇文化祭賞
ぶら下るだけで糸瓜は庭の主 種市与作
◇特選
秋桜たまに優しい嘘をつく 宮寺ゆう子
稲雀荒らせば追ふぞ子の田んぼ 深沢矩子
彼岸花宇宙を掴み咲きにけり 河島美苑
◇佳作
山あいの霧を染めゆくななかまど 若林明男
鳥渡る瓦礫の里を越え来しや 寺岡美ゆ㐂
秋立つやヘッセ壮年の水彩画 水野二三夫
安曇野を独り占めして赤とんぼ 井口寿々子
老いたるを忘れ目で追ふ鬼やんま 土川ツヤ子
眉引いてノラともならず秋の風 高橋たか子
◆ジュニア俳句大会
◇大会賞
ひまわりが太陽向いて充電中 鈴木萌香（四小6年）
はんぶんはママにあげたい夏休み 島田祥広（六小2年）
扇風機早くこっちを向きなさい 小林菜月（中原小5年）
◇優秀賞　東海拓巳（四小4年）、小佐々裕太（井口小5年）、角風雲児（井口小5年）、
　池田桃果（井口小5年）、森山京祐（中原小5年）、小野元（大沢台小2年）、
　中澤龍志（五小4年）
※ジュニア俳句大会受賞作品集は、芸術文化協会（社会教育会館内、水曜日を除く）
で配布しています。

一般男子
第1位　三鷹警察署
第2位　矢吹町A
第3位　Moichi
第4位　ハッシーハイテクA. C.
第5位　三鷹消防署Aチーム
第6位　三鷹消防署Bチーム

一般女子
第1位　矢吹町B
第2位　TOHO　Girls
第3位　法政高校女子

シニア
第1位　三鷹市陸協B
第2位　ビールで、乾杯！
第3位　市民の会

中学男子
第1位　三鷹二中A
第2位　矢吹町C
第3位　一中A

中学女子
第1位　三鷹二中A
第2位　矢吹町D
第3位　三鷹市立第五中学校

第20回三鷹市民駅伝大会結果
　11月27日㈰に開催された第20回三鷹市民駅伝大会は、197チームが参加し、
タスキをつないで市内を駆け抜けました。
　各部門の成績上位チームは次のとおりです。 スポーツ振興課☎内線3326

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
を
中
心
と
し
た
実
行
委

員
会
が
、
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
12
月
上
〜
中
旬
に
案
内
状
を

お
送
り
し
ま
す
。

平
成
３（
１
９
９
１
）年
4
月
2
日
〜
平
成
４

（
１
９
９
２
）年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方（
外
国
籍

の
方
を
含
む
）

平
成
24
年
1
月
9
日
㈷
午
後
1
時
〜
3
時
30

分（
0
時
30
分
開
場
）

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

案
内
状
を
持
参
し
、
当
日
会
場
へ

※
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い（
送
迎
の
み
可
）。

※
現
在
は
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
参
加
希
望
の
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

児
童
青
少
年
課
☎
内
線

２
７
１
３

成人式

平
成
23
年
度
三
鷹
市

「
成
人
を
祝
福
す
る
つ
ど
い
」

「
成
人
を
祝
福
す
る
つ
ど
い
」

「
成
人
を
祝
福
す
る
つ
ど
い
」

「
成
人
を
祝
福
す
る
つ
ど
い
」

「
成
人
を
祝
福
す
る
つ
ど
い
」

第58回市民文化祭入賞者

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た「
ジ
ュ

ニ
ア
短
歌
大
会
」に
、
４
５
８
人
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
各
賞
の
入
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

◇
大
賞

妹
が
つ
た
い
歩
き
を
し
て
い
る
ぞ

　

も
う
す
ぐ
一
才
も
う
す
ぐ
一
歩

石
川
丈（
五
小
４
年
）

き
ら
き
ら
と
ひ
か
る
プ
ー
ル
の
水
面
に

　
つ
ば
め
が
ち
ょ
ん
と
つ
ば
さ
を
ぬ
ら
す

土
崎
麻
衣（
井
口
小
４
年
）

◇
優
秀
賞

原
田
采
奈（
高
山
小
４
年
）、
小
野
寺
颯
人（
六
小
４
年
）、

坂
井
俊
斗（
羽
沢
小
２
年
）、
村
山
皓
朗（
二
小
２
年
）、
佐

伯
美
結（
南
浦
小
１
年)

◇
佳
作

山
田
千
智（
井
口
小
６
年
）、
寺
田
奈
緒
斗（
一
小
５
年
）、

宮
本
祐
成（
北
野
小
５
年
）、
鎌
倉
翔
太
郎（
二
小
５
年
）、

中
島
ひ
さ
の（
中
原
小
５
年
）、
佐
々
木
悠
太（
井
口
小
５

年
）、
糀
莉
緒
奈（
四
小
４
年
）、
飯
田
香
乃（
五
小
４
年
）、

藤
岡
ま
り
あ（
東
台
小
3
年
）、
島
田
祥
広（
六
小
２
年
）

芸
術
文
化
協
会（
社
会
教
育
会
館
内
）☎
０
４
２
２-

49-

２
５
２
１
、
三
鷹
短
歌
会（
松
村
）☎
０
４
２
２-

45-

１
８

９
８

第１回ジュニア短歌大会入賞者

東日本応援ショップで「矢吹フェア」開催

同店（下連雀3-34-20丸平ビル1階）　 ㈱まちづくり三鷹☎0422-40-9669

　三鷹市の姉妹町、福島県矢吹町の直産品を販売します。
12月16日㈮午前11時～午後7時

◆サンタクロースと写真を撮ろう！
　フェア当日、フィンランド・ラップランド州政府公認のサンタクロースがや
ってきます。一緒に写真を撮って、クリスマスを楽しもう！
12月16日㈮①午後2時～3時、②午後4時～5時
カメラ　 当日会場へ（開始30分前から整理券を配布）

◆「ミタカウィッシュツリー」に願い事を飾ろう！
　願い事を自由に書いて飾れる「ミタカウィッシュツリー」が登場します。
12月9日㈮～25日㈰　 期間中会場へ


